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法人理念：人が人として人とともに豊かに生きる 

サクラを代表する

ソメイヨシノの花言葉は

「優れた美人」

だそうです✿

 

就
任
挨
拶 

四
月
、
甲
寿
園
を
目
指
し
て
の
通
勤
途
中
、
森
林
公
園
を

超
え
神
呪
寺
、
北
山
貯
水
池
と
桜
の
ア
ー
チ
を
バ
ス
車
中
か

ら
愛
で
る
と
い
う
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
さ
く
ら
は
満
開
で
す
。 

改
め
ま
し
て
こ
の
春
、
甲
寿
園
の
第
十
四
代
園
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
中
野
由
理
と
申
し
ま
す
。 

甲
寿
園
に
入
職
し
て
十
七
年
。
介
護
の
現
場
を
経
験
し
た
後

事
務
所
に
移
り
、
昨
年
度
ま
で
副
園
長
を
務
め
て
お
り
ま
し

た
。 

入
職
し
た
十
七
年
前
、
く
し
く
も
高
齢
者
福
祉
の
在
り
方

が
、
「
措
置
」
か
ら
「
契
約
」
、
「
家
族
介
護
」
か
ら
「
介
護

の
社
会
化
」
を
う
た
っ
た
介
護
保
険
導
入
時
で
し
た
。 

甲
寿
園
も
介
護
保
険
で
成
り
立
つ
施
設
で
す
。
二
〇
一
八
年

は
介
護
及
び
診
療
報
酬
の
同
時
改
定
も
控
え
、
高
齢
福
祉
も

含
む
様
々
な
施
策
が
見
直
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
介

護
保
険
の
今
後
に
も
注
目
し
な
が
ら
気
を
引
き
締
め
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

終
の
棲
家
と
し
て
、
ご
利
用
者
様
の
安
心
で
豊
か
な
暮
ら

し
の
た
め
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
甲
寿
園
が
あ
り
、
在
宅

で
安
心
し
て
暮
ら
す
事
を
支
援
す
る
た
め
に
甲
寿
園
通
所

介
護
・
短
期
入
所
介
護
・
居
宅
支
援
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し
、
法
人
の
掲
げ
る
理
念
「
人
が

人
と
し
て
人
と
共
に
豊
か
に
生
き
る
」
に
沿
っ
て
運
営
し
て

い
き
ま
す
。 

園
長
就
任
一
年
目
の
今
年
、
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
皆

様
に
信
頼
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
ご
利
用
者
様
・
ご
家

族
様
・
甲
寿
園
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
、
何
よ
り
甲
寿

園
の
心
強
い
職
員
の
力
を
借
り
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本

年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

園
長 

 

中
野
由
理 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲寿園だより 

 

こ
の
度
、
和
太
鼓
奏
者
・
橋
元 

恵
風

さ
ん
、
篠
笛
奏
者
・
美
絵
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
「
春
一
番
和
太
鼓
＆
篠
笛
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
篠
笛
と
和
太

鼓
の
音
色
が
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。
甲
寿
園
職
員
か
ら
な
る
和
太
鼓
集
団

鼓
寿
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
恵
風
さ
ん
作

曲
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
、
「
驀
地(

ま
っ
し
ぐ

ら)

」
を
演
奏
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

次
回
の
演
奏
会
に
向
け
、
練
習
し
て
い
き

ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
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甲寿園だより 

４
日 

あ
い
あ
い
喫
茶 

11
日 

あ
い
あ
い
喫
茶(

廣
田
の
杜
コ
ー
ラ
ス) 

12
日 

タ
ン
テ
ジ
ラ
ソ
ー
レ
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
） 

18
日 

あ
い
あ
い
喫
茶
（
踊
り
） 

21
日 

グ
リ
ー
ン
コ
ー
ル
（
コ
ー
ラ
ス
） 

25
日 

あ
い
あ
い
喫
茶(

甲
陽
園 

歌) 

26
日 

さ
く
ら
悦
子
歌
謡
シ
ョ
ー 

3
日 

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン 

4
日 

生
花
（
北
２
Ａ
・
南
２
） 

5
日 

足
の
体
操
・
陶
芸
（
南
2

A
） 

7
日 

手
芸
（
南
2
）・
平
行
棒
（
北
３
・
南
３
） 

10
日 

書
道
（
北
2
・
北
3
）・
平
行
棒
（
北
２
・
南
２
） 

11
日 

生
花(

北
２
B
・
南
３
・
北
３) 

12
日 
ス
マ
イ
ル
タ
イ
ム 

14
日 
和
太
鼓 

若
ト
ラ 

17
日 

ぬ
り
え
（
北
３
・
南
３
）
手
芸
（
北
２
・
南
３
） 

18
日 

生
花
（
北
２
A
・
南
２
） 

19
日 

陶
芸
（
北
２
・
南
３
） 

24
日 

書
道(

南
２
・
南
３)
・
手
芸
（
北
３
） 

25
日 

生
花
（
北
２
B
・
南
３
・
北
３
） 

26
日 

大
正
琴
・
七
宝
焼
（
北
３
・
南
２
） 

28
日 

ぬ
り
え
（
南
2
）
の
び
の
び
体
操 

 

北
２
→
3
日 

北
３
→
19
日 

南
２
→
12
日 

南
３
→
14
日 

今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
三
ヶ
月
が
過
ぎ
、
新
年
度
を
迎
え
ま

し
た
。
毎
年
恒
例
の
花
見
も
開
催
さ
れ
綺
麗
な
満
開
の
桜
を
見

に
行
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。
一
期
一
会
を
大
事
に
し
、
今
年
度
も
多
く
の

方
々
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

園
田
学
園
の
生
徒
さ
ん
達
が
演
奏
に

来
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

と
て
も
迫
力
の
あ
る
演
奏
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
様

は
、
若
い
元
気
な
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
、

い
き
い
き
と
し
た
笑
顔
が
多
く
見
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。 


